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AM9:30～11:30 保健センター 「きもちを考える本・絵本」
図書の展示・貸出 山屋記念図書館

3
料理教室 １７ 日

読み聞かせ・おりがみ等

2

AM9:30～12:30 保健センター 「ともだちのおはなし」
図書の展示・貸出 山屋記念図書館

10

「今日のお話は何だろう」

「　未　定　」
PM 2:00 ～ 山屋記念図書館
本との出会いを楽しもう

10

「今日のお話は何だろう」

「　未　定　」
PM 2:00 ～ 山屋記念図書館
本との出会いを楽しもう

AM9:00～15:00
ジョイフル本田千代田店

ガーデンセンター
「干支のおはなし」

図書の展示・貸出 山屋記念図書館

お菓子づくり教室 １０ 日
読み聞かせ・おりがみ等

「苔玉教室！」
PM 2:00 ～ 山屋記念図書館
本との出会いを楽しもう

AM10:00～12:00 町民プラザ 図書の展示・貸出 山屋記念図書館

1
手芸教室Ⅲ ２０ 日

読み聞かせ・おりがみ等 13

山屋記念図書館
園芸教室Ⅱ １６ 本との出会いを楽しもう

「ミニ門松を作ろう！」 「冬（ふゆ）のおはなし」
12

おもしろ科学教室Ⅱ ９ 読み聞かせ・クリスマスお楽しみ会 9

「ミラクルカイロに挑戦！」 「今日のお話は何だろう」
AM9:30～12:00 町民プラザ PM 2:00 ～

「今日のお話は何だろう」

本との出会いを楽しもう

AM9:30～11:30 町民プラザ 「しかけ絵本」
図書の展示・貸出 山屋記念図書館

11
手芸教室Ⅱ １８ 日

読み聞かせ・おてがみ等 11

「今日のお話は何だろう」

「UVレジンアクセサリーを作ろう」
PM 2:00 ～ 山屋記念図書館

本との出会いを楽しもう

「食べ物のおはなし」
AM9:30～11:30 町民プラザ 図書の展示・貸出 山屋記念図書館

10
手芸教室Ⅰ ２１ 日

読み聞かせ・聞いた本のお絵かき 14

「今日のお話は何だろう」
「陶芸教室②」

※２回コースになっておりますので、
①・②とも参加してください。

PM 2:00 ～ 山屋記念図書館

8
★８月の読み聞かせ・図書の展示

　８月にも「読み聞かせ」を５日の午後２時
より行います。
　また「本との出会いを楽しもう」は、「工
作の本」の図書の展示・貸出です。

※６月１０日（土）は、中体連春季水泳大会（予定）のため、
午後６時からのみ一般開放を行います。

9
 手芸教室Ⅰ １６ 日

読み聞かせ・おりがみ等

★スポーツは、総合型スポーツクラブ（ちよスポ）も
　あるよ！！「秋（あき）のおはなし」

AM9:30～11:30 町民プラザ 図書の展示・貸出 山屋記念図書館

9

「今日のお話は何だろう」
「陶芸教室①」

※２回コースになっておりますので、
①・②とも参加してください。

PM 2:00 ～ 山屋記念図書館
本との出会いを楽しもう

7
 特別教室 ２９ 日

読み聞かせ・おりがみ等 1

「今日のお話は何だろう」

「地元企業「サントリー」を見学しよう」
PM 2:00 ～ 山屋記念図書館

おもしろ科学教室Ⅰ ２４ 本との出会いを楽しもう

　必ずご持参頂き、窓口に提示してください。カードを忘れ
た場合は、有料となりますので必ず持って来てください。
　また、カードは大切に保管してください。

本との出会いを楽しもう

AM9:30～11:30 町民プラザ 「夏（なつ）のおはなし」
図書の展示・貸出 山屋記念図書館

　温水プールの土曜日無料開放は、これまでと同様に、 引
率者（一緒に入るご家族）も無料となります。
　ご利用の際は、「温水プール土曜日無料利用カード」が必
要です。

図書の展示・貸出 山屋記念図書館

6

 園芸教室Ⅰ １７ 読み聞かせ・おりがみ等 １０

「プチ寄せ植え」 「今日のお話は何だろう」

5
AM9:30～12:30 太　公　苑 「おでかけ絵本」

「カラフル海ほたるを作ろう」 「雨のおはなし」
AM9:30～12:00 町民プラザ 図書の展示・貸出 山屋記念図書館

AM10:00～12:00 町民プラザ PM 2:00 ～ 山屋記念図書館

午前の部　AM　10：00　～　12：00

「今日のお話は何だろう」 午後の部　PM　 1：00　～　 5：00

「めざせ！フィッシングチャンピオン」
PM 2:00 ～ 山屋記念図書館 夜間の部　PM　 6：00　～　 8：30
本との出会いを楽しもう

 魚釣り教室 ２０ 日
読み聞かせ・おりがみ等 １３

PM 2:00 ～ 山屋記念図書館

「土曜はいつでも無料」本との出会いを楽しもう

「学校・幼稚園のおはなし」
4

読み聞かせ・聞いた本のお絵かき ８

「今日のお話は何だろう」

図書の展示・貸出 山屋記念図書館

　　 分野･施設

 月

文化・教養
「町民プラザ」

図　書　館
「山屋記念図書館」

プール
「温水プール」

通年で実施

小学生のみんなへ！！

教室などに参加するときは、

この「チャレンジ手帳」を

必ず持ってきてね♪

ハンコをゲットして、自分を

レベルアップさせよう★

教 室

各教室を実施するときには、チラシ等で参加を

呼びかけます。お気軽にご参加ください。

なお、都合により内容や日時を変更することが

ありますので、ご了承ください。

子ども教育相談

友達のこと、家族のこと、勉強のこと、部活の

ことなど、何でもかまいません。気軽に電話して

ください。ひとりで考えているよりも気持ちが楽に

なるかもしれませんよ。

ＴＥＬ：８６－５３５０

★お問い合わせ・休館日★

○町民プラザ（８６－６３１１） 休館日 ・・・・・ 月曜日、祝日

○山屋記念図書館（８６－２８８５） 休館日 ・・・・・ 月曜日（月曜日が祝日の日は開館・その週の最初の開館日を休

館）、

祝日、特別整理期間、平成２９年４月より火曜日は開館致します。

○温水プール（８６－３０１２） 休館日 ・・・・・ 月曜日（月曜日が祝日の日は開館・次の日以降の祝日でない日を休館）

スタンプを集めて、素敵なプレゼントを

ゲットしよう♪

プールに入る前には、「準備運動」を
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◆ 教室に参加することによって ◆

子ども達は、教室に参加することにより実

施している教室の内容の他にも様々な体験を

得られると思います。

・他校(園)の児童や生徒、園児が一緒になり、 異なる
年齢間で行う集団活動体験

・「参加する」という行動で育まれる積極的な姿勢

・楽しむことや苦労した後に感じる充実感・達成感

といったものが得られるのではないでしょ

うか。このような経験や体験をすることで、

感受性が豊かになる、健康の増進等、心身の

成長を促進させることと思います。

そして、子ども達が地域で楽しく活動する

場の一つとして、お子さんの健やかな成長の

手助けとなればと考えています。

◆ 始まりと目的 ◆

子ども達へのゆとりをもたせるために、土曜日が休みとなっ

ていき、今や学校は完全週休二日になりました。それに伴い、

子ども達が自由に活動でき、家庭や地域で過ごす時間が増えま

した。

しかし、学校で子ども達へ教える授業時間の確保が難しく

なってきています。このような中で、休日に地域でも子ども達

の健全な成長のサポートをできないものかと思い、企画したの

がこの「子ども学習支援事業」です。

一年を通して文化教養や読書、読み聞かせ、プールの無料開

放といった、多くの種類の教室を行います。

より多くの体験をすることによって、子ども達が自分自身でや

りたいことを見つけ、自ら学ぶ力を身につけてもらうことを目的

とします。

子ども達は、この事業の意味合いを今は深く理解できな

いかもしれませんが、参加することで思い出として残ると

思いませんか？ ふとした時に思い出してもらえれば、こ

の事業が彼らの成長の糧になり、「可能性」という芽を大

きくするためのきっかけ作りもこの事業に含まれています。

て ちょう


